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1．はじめに 
空中像には物理的な衝突のリスクがないため，

公共空間において安全な情報提示手法として適

している．再帰反射による空中結像(AIRR)[1]の

光学系に合わせ鏡光学系を組み合わせることで，

光源の空中像を多数形成することができる手法

が報告されている[2]．この場合，ビームスプリッ

ターと再帰反射素子の間に光源を配置するため，

光源の厚さよりも薄くすることができない．既存

の環境に空中像表示機能を後付けで加える場合，

光学系を配置するスペースを確保する必要があ

ることが，社会実装上の課題となる． 

本研究の目的は薄型の光学系による新しい空

中表示方式の実現である．光源のビームスプリッ

ターに対する面対称位置とビームスプリッター

の間にコーナーキューブプリズム(CCP)アレイを

配置する薄型の空中表示技術を提案する． 

 

2．原理 

光源と積層したビームスプリッターと CCP ア

レイによって構成される空中結像光学系を Fig. 1

に示す．CCPアレイは底面が正三角形の直角三角

錐形状のプリズムを敷き詰めた構造である．図で

は CCP アレイの表面に密着してビームスプリッ

ターが配置される． 

光源からビームスプリッターに入射角��で入
射して，CCPの１面で反射し，その後，ビームス

プリッターで反射して CCP で再帰反射した後，

ビームスプリッターから出射される角度��は次
の(1)式で表される． 
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Fig. 1 Ultra Slim optical system for aerial imaging. 

3．検証 

瞳に入る式(1)の光線が集光する位置について

検証した結果を Fig. 2に示す．(a)は光源を固定，

視点位置を高さ方向に変化させたときの結像位

置を表す．従来の空中表示は光源のビームスプリ

ッターに対する面対称位置に形成される空中像

を利用するため，視点位置を変化させても，結像

位置は変化しないが，本方式では視点位置の移動

に伴い，観察される空中像の位置も移動する．

Fig. 2 (b)は視点位置を固定，光源を高さ方向で移

動させたときに観察される空中像の位置を示す．

光源の垂直方向に変化すると，空中像が水平方向

に移動することがわかる．従来方式とは異なり，

光源からの光は 1点に集光しないが，瞳径で切る

取る範囲では集光された空中像が観察される． 

 

(a) Different viewpoints. 

(b) Different light source positions. 

Fig. 2 Verification of image formation position. 

 

4．おわりに 

ビームスプリッターと CCP アレイを積層する

薄型の光学系で光源の空中像を得る新しい空中

結像方式を提案した．今回は点光源の空中像につ

いて検討し，観察位置や光源位置に依存して集光

位置が変化することを明らかにした．今後は画像

や映像の空中像を得るため，集光位置の変化を光

源側で補正する手法を検討する． 
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